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研究成果の概要（和文）：日本の「部活」は、なぜこれほど盛んなのか。日本のスポーツ文化は、地域社会のク
ラブではなく、学校の運動部活動によって支えられてきた。これまで研究代表者は、運動部活動の歴史と現状を
分析し、スポーツと教育の日本特殊的な関係を考察してきた。その流れを踏まえて本研究プロジェクトでは、学
校体育連盟が運営する競技大会に注目し、その成立と展開のプロセスを歴史社会学的に分析し、それらが運動部
活動の拡大と過熱化に与えた影響を考察することをめざした。

研究成果の概要（英文）：Why are “extracurricular sports activities” so popular in Japan? Japan's 
sports culture has been supported by school clubs, not by community clubs. Until now, the principal 
investigator has analyzed the history and current status of such extracurricular sports activities 
and examined the Japan-specific relationship between sports and education. Based on these 
achievements, this research project focused on athletic meets run by school sports federations, and 
aimed to analyze the process of their establishment and development from a historical-sociological 
perspective, and to consider the impact they had on the expansion and overheating of extracurricular
 sports activities.

研究分野：スポーツ社会学

キーワード： 運動部活動　学校体育連盟　競技大会　過熱化　歴史　社会学

  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究は、運動部活動が拡大し過熱化した理由を考察するために、先行研究が十分に分析してこなかった運動部
活動の競技大会と学校体育連盟を取り上げて、それらを成立させてきた歴史的・社会的・経済的文脈を明らかに
する点に学術的意義がある。また近年、過熱化が問題視されている運動部活動のあり方について、その原因と見
なされる競技大会の成立背景を探ることで問題解決への展望を開く点で社会的意義がある。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 日本の「部活」は、なぜこれほど盛んなのか。日本では、青少年のスポーツ活動の中心は、学
校の運動部活動である。ただし運動部活動がこれほど大規模に成立している国は、日本以外に無
い。これまで応募者は、日本の運動部活動が、歴史的にどう拡大してきたのか、現在どう維持さ
れているのかを実証的に探究してきた。 
 その流れを踏まえて本研究プロジェクトでは、先行研究が十分に扱ってこなかった競技大会
を運営する学校体育連盟に注目した。とくに全国中学校総合体育大会を運営する日本中学校体
育連盟を取り上げて集中的に分析することにした。こうした学校体育連盟は、国の政策・制度と
は相対的に独立しながら競技大会を運営し、それが定める規則や日程によって学校現場に強い
影響を与えており、運動部活動が過熱化する理由を考える上で見過ごせない。であれば、学校体
育連盟と競技大会の成立と展開のプロセスを分析することで、運動部活動が拡大し過熱化して
きた背景の一端を明らかにできるのではないか。 
 
２．研究の目的 
 以上を踏まえて本研究の目的は、運動部活動の競技大会とそれを運営する学校体育連盟がど
う成立し展開してきたかを分析し、運動部活動が拡大し過熱化した理由を考察することであっ
た。 
 
３．研究の方法 
 上記の目的を達成するため、次の方法的枠組を整えた。すなわち、①先行研究の検討、②戦前
中等学校競技大会の資料蒐集・分析、③戦後中学校・高校競技大会の資料蒐集・分析、④中学校
体育連盟の資料蒐集・分析、⑤全国中学校体育大会に関する資料蒐集・分析、である。それらを
順に達成しながら、得られた研究成果を総括した。 
 
４．研究成果 
４−１．研究成果全体の整理 
 上記で示した方法的枠組みに沿って、達成された研究成果全体は次のように整理できる。 
 １）先行研究の検討については、スポーツ科学、体育学、教育学分野の歴史的研究を中心に検
討し、運動部活動の歴史理解の到達点と課題を確認した。 
 ２）戦前中等学校競技大会の資料蒐集・分析については、戦後史を中心に扱う本研究の前提を
整える作業であった。戦後史を理解するためには、運動部活動と競技大会の戦前からのつながり
を検討しておく必要があった。 
 ３）戦後中学校・高等学校競技大会の資料蒐集・分析については、各競技の大会開催状況を網
羅的に把握できるよう資料蒐集し、戦後から現在までに、各競技でどのような大会がいつ、どれ
くらい開催されてきたのかについて、経年的な変化を追跡するよう分析した。これは、本研究全
体の背景を整理する作業であった。 
 ４）中学校体育連盟の資料蒐集・分析については、日本中学校体育連盟および都道府県中学校
体育連盟の組織のあり方、およびそれらが運営する競技大会に関して、関連する資料を蒐集し、
分析を行った。この分析の成果は、本研究プロジェクトの主要な知見であり後述する。 
 ５）全国中学校体育大会の資料蒐集・分析については、日本中学校体育連盟が主催するこの大
会が、どのような歴史の中で成立したのかについて資料を蒐集し、分析を行った。この分析の成
果も、本研究プロジェクトの主要な知見であり後述する。 
 
４−２．主要な知見① 
 研究成果の４）は、本研究プロジェクトの主要な知見であり、次のようにまとめられる。 
 この研究の目的は、中学校体育連盟の形成過程を実証的に記述しながら、教育と競技に対する
中学校体育連盟の意味づけ方を明らかにすることであった。それを通じて，運動部活動における
教育と競技の関係性を再考することをめざした。 
 先行研究は、運動部活動の教育的側面と競技的側面は互いに対立していて、その競技的側面が
前面に出ることで教育的側面が蔑ろにされて問題が生じると指摘してきた。しかし、この見立て
では、運動部活動の歴史や問題を十分に理解できない。なぜならここで取り上げる中学校体育連
盟の存在とその取り組みが示すように、実際は競技大会が教育活動として広く活発に行われて、
運動部活動における教育と競技は強く結び付けられているからである。では、この中学校体育連
盟は、どのような歴史的背景の中で成立したのか、そして一見すると対立しているように見える
教育と競技をなぜ、どのように結びつけているのか。これらの問いを、全国中学校体育連盟発行
の資料を主に用いて検討した。 
 分析結果は以下の通りであった。新制中学校が発足した 1947 年から、都道府県レベルでの中
学校体育連盟の組織化があった。このプロセスには、文部省通達の影響と体育教師の動きに加え
て、校長会や教育委員会、競技団体の関与があった。その後 1955 年に全国中学校体育連盟が設



立され、文部省通達に沿って、競技団体に対抗しながら競技大会の抑制がめざされた。そして
1967 年に、すべての都道府県で中学校体育連盟が加盟し、中学校体育連盟は実質的な全国組織
化を達成した。 
 以上から、中学校体育連盟が一貫して競技大会の教育的活用という理念の実現に向けて、教育
と競技を結び付けようとしてきたことがわかった。中学校体育連盟は競技団体を仮想敵としな
がら、それへの反動を契機として、競技大会システムを運動部活動および学校教育の内部に取り
込んだということである。この研究成果が示唆するのは、運動部活動の歴史を教育と競技が互い
に対立するプロセスとして捉える見方を再考しなければならない可能性であった。 
 
４−３．主要な知見② 
 研究成果の５）も、もうひとつの主要な知見であり、次のようにまとめられる。 
 運動部活動の過剰なあり方が問題視されているが、その象徴が、日本中学校体育連盟が開催す
る全国中学校体育大会である。この大会はどのように成立したのか。この研究の目的は全国中学
校体育大会の成立過程を分析し、運動部活動における教育と競技の関係性を考察することであ
った。 
 先行研究は、全国大会が成立した理由を、競技団体の要望に沿った対外競技基準の緩和に求め
て、その経緯を競技が教育を蔑ろにするプロセスとして捉えてきた。この捉え方には、教育と競
技が互いに相容れない二項対立的な関係にあるという前提があり、具体的な争点として、教育的
平等主義と競技的選抜主義の相克が問題視された。 
 しかし、その捉え方では、全国大会を抑制しようとしていた中学校体育連盟がなぜ一転して全
国中学校体育大会を開催したのかが理解できない。そこでこの研究では、その文脈を中学校体育
連盟内部の視点から見直すことで、全国大会を開催しはじめた競技団体に対抗しながら、そこに
見出された教育問題を解決すべく、全国大会の再編成に乗り出す中学校体育連盟の能動的な側
面を明らかにした。 
 中学校体育連盟にとって全国大会の成立過程とは、競技が教育を蔑ろにするプロセスではな
く、競技を通じて教育を達成しようとするプロセスであった。ならば中学校体育連盟は、そこで
教育的平等主義と競技的選抜主義の相克をどう意味づけていたのか。 
 中学校体育連盟は、競技的選抜主義に意義を見出しながら、同時に教育的平等主義も手放そう
とはしなかった。むしろ競技的選抜主義の意義を正当化するために、より一層教育的平等主義を
重視した。全国大会は一部のエリート選手だけではなく、すべての生徒に平等に開かれねばなら
ず、すべての生徒が参加した上で勝者が選り抜かれるからこそ意義があると解釈された。このよ
うに中学校体育連盟の意味づけ方においては、教育的平等主義と競技的選抜主義の相克が乗り
越えられた。その結果として全国中学校体育大会が成立した。ここに中学校運動部活動が過熱化
していく歴史的転換点があった。 
 
４−４．総括と展望 
 以上を踏まえながら、本研究プロジェクトの総括として、運動部活動の競技大会とそれを運営
する学校体育連盟が成立・展開してきた歴史的プロセスを分析し、それらが運動部活動の拡大と
過熱化に与えた影響を総合的に考察した。こうした本研究プロジェクトの成果は、新たに探究す
べき学術的課題を生み出すことにもつながり、2024 年度からは「ユーススポーツ競技システム
の成立・拡大・展開:教育と競技の関係を再考する」（基盤研究 C）という新規研究プロジェクト
を開始する。より研究を発展させて、日本のスポーツ文化を支えるユーススポーツのありように
深く広く迫りたい。 
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